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ＬＩＢＳＶＭ

• LibSVMー台湾国立大学のLinらによって作られた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　SVMのライブラリ

・サポートベクタ分類器（C-SVC、nu-SVC）、回帰分析
（epsilon-SVR、nu-SVR）、分布評価（１クラスSVM）
のための統合ソフト  

• svm-scale 、svm-train、svm-predict 

　svm-scaleで訓練セットをスケーリングした後、 svm-t
rainでmodelを構築し、svm-predictによって予測を行
う



データファイルの書式

• Libsvmは、データを訓練用と評価用の２つの
データファイルに分ける必要がある．

• クラスラベル 番号:数値 番号:数値 ...
クラスラベル 番号:数値 番号:数値 ... 

　・・・



svm-scale 

　作成した訓練セットを引数に従ってスケーリングする

• -l (スケーリングの最小値の指定、デフォルト -1) 

• -u (スケーリングの最大値の指定、デフォルト 1) 

• -s savefile 

• -r restorefile 

• svm-scale -s scaling_parameters traing_data > scaled_traing_data 

• svm-scale -r scaling_parameters test_data > scaled_test_data 



svm-train 

• 訓練セットから予測のためのモデルを生成

• -s svm_type : SVMタイプの指定 (デフォルト 0) 

　　　　　　0 -- C-SVC 

　　　　　　1 -- nu-SVC 

　　　　　　2 -- one-class SVM 

　　　　　　3 -- epsilon-SVR 

　　　　　　4 -- nu-SVR 

-t kernel_type : カーネル関数の指定 (デフォルト 2) 

　　　　　　0 -- 線形(linear): u'*v 

　　　　　　1 -- 多項式(polynomial): (gamma*u'*v + coef0)^degree 

　　　　　　2 -- RBF(radial basis function): exp(-gamma*|u-v|^2) 

　　　　　　3 -- シグモイド(sigmoid): tanh(gamma*u'*v + coef0) 



続き

• -d degree : カーネル関数のdegreeの指定 (デフォルト 3) 
• -g gamma : カーネル関数のgammaの指定 (デフォルト 1/k, kは入力ベク

トルの次元) 
• -r coef0 : カーネル関数のcoef0の指定 (デフォルト 0)
• -c cost : コストパラメータの指定 (C-SVC, epsilon-SVR, and nu-SVRで

使用、デフォルト 1) 
• -n nu : nuパラメータの指定 (nu-SVC, one-class SVM, and nu-SVRで使

用、デフォルト 0.5) 
• -m cachesize : 使用キャッシュメモリサイズの指定(単位MB, デフォルト 4

0) 
• -e epsilon : 終了の閾値の設定 (デフォルト 0.001) 
• -v n: n-foldのクロスバリデーションを実行 



svm-predict 

• 予測を実行

• svm-predict test_file model_file output_file 












